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第２四半期連結累計期間における業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 30 年４月 26 日に公表いたしました平成 31 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 30 年

４月１日～平成 30 年９月 30 日）の業績予想値と本日公表の実績値において差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．業績予想値と実績値との差異 
 

 
売 上 高 
（百万円） 

営業利益 
（百万円）

経常利益 
（百万円）

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 
（百万円） 

１株当たり 

四半期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 19,400 1,100 960 550 124 円 96 銭 

実 績 値            （Ｂ） 19,590 602 529 165 37 円 53 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 190 △498 △431 △385 － 

増 減 率            （％） 1.0 △45.2 △44.8 △70.0 － 

（ご参考） 

前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（平成 30 年 3 月期第 2 四半期） 
18,877 548 492 210 47 円 86 銭 

 

２. 差異の理由 

   売上高については、ほぼ前回発表予想通りとなりました。 

一方、利益面については、国内における新規品生産準備費用の前倒し、米国子会社におけ

る採用難による生産ロス等により下回りました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益

については上記に加えて、前期末に米国会計基準により米国子会社の繰延税金資産を取崩し

た影響や、非支配株主の割合が高い子会社の利益が想定より増加したことにより、減益とな

りました。 

なお、通期予想については、タイ、中国子会社の販売量増加による売上増、米国やインド

ネシア子会社における自動化による省人合理化効果等を織込み、平成 30 年 4 月 26 日に発表

しました予想から変更はございません。 
 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績につきましては、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

 

以  上 


